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本日は、市民の皆様に向けて、新型コロナウイルス感染症及び新型コロナウイルスワク

チン接種について、お願いも含めてお伝えさせていただきたいと思います。 

一般にウイルスとは、人や動物の中でしか生存できず、また、人から人へうつることに

より、命をつないでいるといえます。従いまして、感染予防対策としては、マスク着用や

手洗いによりウイルスを体内に入れないこと、また、そのウイルスに対する免疫力を高め

るためには、しっかりと栄養や休息をとり、適度な運動をする、過度の飲酒・喫煙を控え

ることなどが重要となってきます。 

全国的なコロナの感染状況は、感染者数のピークは過ぎているようにみえますが、いま

だ、緊急事態宣言発令中の地域があり、県外由来の感染も多いことからも、まだまだ油断

はできず、引き続きの感染予防対策が求められます。 

新型コロナウイルスワクチンの接種も進んでおり、１０月末には、対象者の８割を超え

る方の２回目の接種が終了すると聞いております。しかし、感染力が強い変異株「デルタ

株」の出現により、集団免疫獲得のためには、８５％以上の接種率を確保することが必要

との報告もあります。 

敦賀市内での、予約数を踏まえた年代別の接種率は、２０代６７％、３０代７３％、４

０代８０％と、２０代から４０代の方々はまだ目標には達しておりません。２０代から４

０代の方々は、感染すると、社会経済的に大きな影響が出ます。家庭内で、小さなお子様

を感染させてしまうかもしれません。副反応を心配して接種を控える方もおられるかと思

いますが、これまで敦賀市の接種の中で、喘息や食物、薬物アレルギーなどをお持ちの方

についても、医師による問診を行った上で接種を行っており、アナフィラキシーショック

などの重大な副反応の例はありませんでした。注射局部の痛みや発熱、頭痛などの症状に

ついても、ほとんどの方は一過性で軽快しておられます。 

一方、2回目の接種を終了したとしても絶対に感染しないことはなく、いわゆるブレー

クスルー感染は少なからず起こっています。しかしブレークスルー感染がおこったとして

も今のところ福井県では重症化例はなく、すべてが無症状、軽症で済んでいます。従って

、2度のワクチン接種をした上で、これまでと同様の感染予防を続けることで、コロナ感

染をかなり抑え込め、重症化の発症も抑制できるものと考えます。是非、一人でも多くの

方がワクチン接種されることを希望いたします。どうかよろしくお願い致します。 
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